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ゴール目指して全力疾走！
町民健康マラソン大会
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広
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今月の表紙
快晴の中で開かれた猪
苗代町民健康マラソン
大会。小学２年生男女
の部では、選手たちが
スタートから全力疾走
で駆け抜けました。（関
連９ページ）

【撮影日】　６月 24 日
【撮影場所】　運動公園

Pick Up
今月のイベント

　

ガ
ー
ナ
大
学
野
口
記
念
医
学
研
究

所
は
６
月
９
日
、
野
口
英
世
博
士
が

黄
熱
病
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
解
剖
検
査
記
録
を
野
口
英
世
記

念
会
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
同
日
、
野
口
英
世
至
誠

館
で
行
わ
れ
、
ガ
ー
ナ
大
学
野
口
記

念
医
学
研
究
所
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ク

ワ
ベ
ナ
・
ア
ナ
ン
所
長
が
八
子
弥
寿

男
理
事
長
に
野
口
博
士
の
解
剖
検
査

記
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
パ
ト
リ
ッ

ク
・
Ｆ
・
ア
イ
エ
ク
ミ
ガ
ー
ナ
大
学

副
学
長
、
姫
野
勉
駐
ガ
ー
ナ
特
命
全

権
大
使
、
前
後
公
町
長
ら
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

野
口
博
士
の
遺
体
は
、
亡
く
な
っ

た
１
９
２
８（
昭
和
３
）年
５
月
21

日
に
同
僚
の
ヤ
ン
グ
博
士
に
よ
っ
て

解
剖
が
行
わ
れ
、
解
剖
検
査
記
録
は

ガ
ー
ナ
の
野
口
記
念
医
学
研
究
所
に

保
管
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
７
９（
昭

和
54
）年
、
福
島
医
大
の
調
査
団
が

首
都
ア
ク
ラ
の
病
院
に
あ
っ
た
ノ
ー

ト
に
解
剖
検
査
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。
在
日
ガ
ー

ナ
大
使
館
は
、
ノ
ー
ト
の
劣
化
が
進

ん
で
い
た
た
め
、
１
９
９
８（
平
成

10
）年
に
野
口
英
世
記
念
会
に
修
復

を
依
頼
。
野
口
記
念
会
は
専
門
家
と

協
議
を
重
ね
て
修
復
し
、
翌
年
現
地

に
送
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ノ
ー
ト

の
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
11
月
に
野
口
記
念
医
学
研

究
所
の
金
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

野口英世博士の解剖検査
記録が猪苗代に
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アナン所長から解剖検査記録を受ける
八子理事長（右）

の
、
現
在
ど
こ
に
保
存
さ
れ
て
い
る

か
所
在
確
認
の
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

ガ
ー
ナ
大
学
野
口
医
学
研
究
所
の

ス
タ
ッ
フ
、
在
ガ
ー
ナ
日
本
大
使
館

の
大
使
を
は
じ
め
職
員
の
皆
さ
ん
、

現
地
で
研
究
を
し
て
い
る
東
京
医
科

歯
科
大
学
の
職
員
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
今
も
残
る
英
世
ゆ
か

り
の
施
設
を
中
心
に
捜
索
を
し
ま
し

た
。

　

調
査
は
私
が
予
想
し
て
い
た
以
上

に
難
航
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
つ
い

に
発
見
に
至
り
ま
す
。
解
剖
の
検
査

記
録
は
、
野
口
記
念
医
学
研
究
所
の

事
務
長
室
の
金
庫
の
中
に
保
管
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
90
年
前
、
黄
熱
病
に

倒
れ
た
英
世
の
遺
体
の
状
況
が
記
載

さ
れ
た
記
録
は
、
行
間
か
ら
英
世
の

悔
し
さ
が
今
で
も
に
じ
み
出
て
い
る

よ
う
な
、
感
動
的
な
資
料
で
し
た
。

記
念
館
で
一
人
で
も
多
く
の
方
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
資
料
と
な
り
ま
し

た
。

　

猪
苗
代
町
は
、
２
０
２
０
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
ガ
ー
ナ
選
手
の
事
前
合
宿
予
定

地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
90
年
前
に
英

世
が
つ
な
い
だ
ガ
ー
ナ
と
猪
苗
代
の

絆
を
大
切
に
し
て
、
今
後
の
顕
彰
活

動
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
来
月
号
で
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
共
和

国
を
訪
ね
た
野
口
英
世
記
念
会
の
森

田
鉄
平
さ
ん
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
を
掲

載
す
る
予
定
で
す
。

物
売
り
の
子
ど
も
た
ち
が
危
険
を
顧

み
ず
、
車
と
車
の
間
を
移
動
し
て
い

ま
し
た
。
海
岸
通
り
の
風
景
が
、
英

世
が
上
陸
し
た
当
時
の
写
真
と
ほ
ぼ

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。

　

私
は
、
当
時
す
で
に
世
界
的
に
名

声
を
あ
げ
て
い
た
英
世
が
な
ぜ
危
険

を
承
知
で
ガ
ー
ナ
に
出
向
い
た
の

か
、
か
ね
て
か
ら
疑
問
に
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
訪
問
で
英
世
の

ガ
ー
ナ
の
人
た
ち
を
救
い
た
い
と
い

う
強
い
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

解
剖
の
検
査
記
録
を
発
見

　　

ア
ク
ラ
に
滞
在
中
、
英
世
に
関
連

す
る
資
料
の
存
在
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。
特
に
気
に
掛
け
て
い
た
の

が
、
英
世
の
死
亡
直
後
に
行
わ
れ
た

解
剖
の
検
査
記
録
の
行
方
で
す
。
そ

の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
た
も
の

ガ
ー
ナ
の
首
都
ア
ク
ラ
へ

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
野
口
英
世

記
念
会
の
野
口
由
紀
子
で
す
。
私
は

昨
年
11
月
、
西
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー
ナ

共
和
国
の
首
都
ア
ク
ラ
を
訪
問
し
ま

し
た
。
野
口
英
世
が
90
年
前
に
ガ
ー

ナ
を
訪
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
ガ
ー

ナ
大
学
野
口
記
念
医
学
研
究
所
が
主

催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
基
調
講
演

を
行
う
と
と
も
に
、
ガ
ー
ナ
に
今
も

残
っ
て
い
る
英
世
の
関
連
資
料
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

90
年
前
、
英
世
は
周
囲
の
反
対
を

押
し
切
っ
て
、
当
時
流
行
し
て
い
た

黄
熱
病
の
研
究
の
た
め
、
ア
ク
ラ
へ

行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
で

黄
熱
病
に
か
か
り
亡
く
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
の
ア
ク
ラ
は
急
速
に
発
展
し

て
い
ま
す
が
、
高
層
ビ
ル
と
ス
ラ
ム

街
が
混
在
し
、
道
路
に
は
物
乞
い
、

野
口
英
世
博
士
没
後
90
年
記
念

特
別
レ
ポ
ー
ト

〜
野
口
英
世
博
士
の

　
　
功
績
を
訪
ね
て
〜

野
口
英
世
記
念
会
で
は
昨
年
11
月
、
野

口
英
世
博
士
に
関
す
る
資
料
を
調
査
す

る
た
め
、
ガ
ー
ナ
共
和
国
を
訪
れ
ま
し

た
。

今
月
号
で
は
、
調
査
に
参
加
し
た
野
口

英
世
記
念
会
の
野
口
由
紀
子
さ
ん
に
現

地
の
様
子
な
ど
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。

Vol.1アクラの人たちと写真に納まる英世（中央・帽子着用）

現在のガーナの海岸風景

アクラで開かれたシンポジウム
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加
入
月
か
ら
の
国
保
税
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

異
動
の
届
け
出
は
お
早
め

に
　

健
康
保
険
に
異
動（
加
入
・
脱
退

な
ど
）が
あ
っ
た
場
合
は
、
異
動
が

あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
役
場
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
の

あ
っ
た
翌
月
に
改
め
て
保
険
税
額
を

計
算
し
、
新
た
な
税
額
の
通
知（
変

更
通
知
）を
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
な
ど
で
他
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
も
、
国
保

脱
退
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

所
得
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

　

国
保
税
の
決
定
や
軽
減
、
入
院
時

の
食
事
代
、
高
額
療
養
費
の
算
出
に

あ
た
っ
て
は
、
国
保
加
入
者（
擬
制

世
帯
主
を
含
む
）全
員
の
所
得
申
告

が
必
要
で
す
。
高
額
療
養
費
は
世
帯

単
位
で
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
国
保

加
入
者
の
中
に
未
申
告
の
人
が
い
る

と
上
位
所
得
者
と
み
な
さ
れ
て
計
算

さ
れ
ま
す
。
申
告
を
し
て
い
な
い
人

が
い
る
世
帯
は
、
必
ず
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
世
帯
の
所
得
合

計
額
が
一
定
基
準
以
下
の
と
き
に
は
、

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口
で
支

払
っ
た
額
が
、
暦
月（
月
の
初
め

か
ら
終
わ
り
ま
で
）で
一
定
額（
自

己
負
担
限
度
額
）を
超
え
た
場
合
に
、

そ
の
超
え
た
金
額
が
後
日
支
給
さ
れ

る
制
度
で
す
。

保
険
証
の
再
交
付
に
は

１
週
間
か
か
り
ま
す

　　

保
険
証
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
町
民
生
活
課
窓
口
で
再
交
付

手
続
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
保
険
証
が
再
交
付
さ
れ
る
ま

で
に
は
、
１
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

再
交
付
申
請
の
際
に
、
引
換
書
を
お

渡
し
し
、
１
週
間
後
に
保
険
証
と
引

換
書
を
交
換
し
ま
す
。
申
請
か
ら
再

交
付
ま
で
の
間
に
医
療
機
関
に
か
か

り
た
い
場
合
は
、
申
請
者
が
国
保
の

加
入
者
で
あ
る
証
明
書
を
お
渡
し
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
窓
口
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
証
の
再
交
付
申
請
に

は
、
印
鑑
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は

世
帯
主
で
す

　

国
保
は
、
扶
養
の
概
念
が
な
く
、

世
帯
単
位
で
加
入
し
ま
す
。
世
帯
主

が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
納
税
義
務
者
は
世
帯
主（
※
擬

制
世
帯
主
）と
な
り
ま
す
。
国
保
に

関
連
す
る
通
知
な
ど
も
世
帯
主
宛
て

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
国
保
加
入
者
が
属
す
る
世
帯
で
、

世
帯
主
が
国
保
未
加
入
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
帯
を
「
擬

制
世
帯
」
と
い
い
、
世
帯
主
を
「
擬

制
世
帯
主
」
と
い
い
ま
す
。

健
康
保
険
に
空
白
の
期
間

は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
保
の
加
入
日
は
、
届
出
日
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
健
康
保
険
を
脱

退
し
た
日
、
ま
た
は
猪
苗
代
町
に
転

入
し
た
日
な
ど
で
す
。
手
続
き
が
遅

れ
た
と
き
で
も
、
そ
の
日
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
と
な
り
、

国
保
の
お
は
な
し

あ
る
日
突
然
私
た
ち
を
襲
う
病
気
や
け
が
。

そ
ん
な
時
、
皆
さ
ん
を
支
え
る
の
が
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
で
す
。

今
月
号
で
は
、
国
民
健
康
保
険（
以
下
、「
国
保
」）の
仕
組
み
や

今
年
度
の
税
率
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

問
町
民
生
活
課

　

国
保
年
金
係

　

☎（
62
）２
１
１
４

国
保
と
は
こ
ん
な
制
度

　　

日
本
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

安
心
し
て
病
院
に
か
か
れ
る
よ
う
、

全
て
の
人
が
い
ず
れ
か
の
健
康
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

（
国
民
皆
保
険
制
度
）。

　

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
、
窓
口
負
担
が
１

割
か
ら
３
割
で
済
む
の
は
、
そ
の
残

額
の
負
担
を
国
保
加
入
者
が
納
付

し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税（
以
下
、

「
国
保
税
」）な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
健
康
保
険
制

度
は
、
健
康
保
険
に
加
入
す
る
皆
さ

ん
で
支
え
あ
っ
て
い
ま
す
。

保険証は身分証
明書としても使
えます。紛失し
ないように十分
注 意 し ま し ょ
う。

※

国民健康保険制度が
平成 30 年４月から変わりました

国保はこれまで市町村単位で運営していましたが、国民皆保険を将来にわたって
守り続けるため、都道府県も国民健康保険の運営を担うことになりました。

国保加入者に影響はありません
　国保の財政運営の主体は市町村から都道府県に変わりますが、医療機関の受診
方法や一部負担金の割合などに変更はありません。
　国保の加入や脱退の手続き、被保険者証の交付や国保税の納付先、高額療養費
などの申請、各種届け出の窓口は、これまでどおり町民生活課窓口で行います。

平成 30 年度の国民健康保険税率が決まりました
　国民健康保険が都道府県単位となり、今後は県内
市町村の国保税が均一になるよう目指します。
　本町でも算定方法を見直し、これまで所得割・資
産割・均等割・平等割の合計（４方式）の額を国保
税としていましたが、今年度から資産割を廃止して
所得割・均等割・平等割の合計（３方式）の額が世
帯での国保税になります。
　制度改正により国保税の算定方法が変わりました
が、加入者のみなさまには今回の変更で急激な負担
増とならないよう配慮した税率としました。

○県では平成 35 年度までに算定方式を全
　ての市町村で３方式に統一する方針であ
　ること
○所得が低い人にも資産割は課税されるた
　め、負担となっていること
○不動産からの所得割と資産割が重複して
　課税されることがある

資産割廃止の主な理由

平成 30 年度国民健康保険税率表
課税方法 医療保険分 後期高齢者支援分 介護保険分

①所得割額
国保加入者の平成 29 年中の基準総所得
金額に対し、右の割合を乗じた金額 6.2％（5.85％） 2.0％（2.19％） 1.4％（2.12％）

②資産割額 国保加入者の土地家屋に係る固定資産税
額に対し、右の割合を乗じた金額 廃止（14.00％） 廃止（3.00％） 廃止（3.00％）

③均等割額 国保加入者１人ごとに課税される金額 21,300 円（20,700 円） 6,400 円（8,200 円） 6,200 円（10,700 円）

④平等割額 １世帯ごとに課税される金額 17,800 円（17,400 円） 5,400 円（6,700 円） 4,000 円（6,000 円）

①③④の合計額が平成 30 年度の国保税額となりま
す。ただし、右の金額が賦課限度額となり、それ以
上に課税されることはありません。

58 万円（54 万円） 19 万円（19 万円） 16 万円（16 万円）

※「基準総所得金額」とは、平成 29 年中の総所得金額の合計額から 33 万円（基礎控除）を控除した金額です。
※加入者の年齢によって課税される区分が変わります。

40 歳未満 医療保険分＋後期高齢者支援分
40 歳以上 65 歳未満 医療保険分＋後期高齢者支援分＋介護保険分
65 歳以上 75 歳未満 医療保険分＋後期高齢者支援分＋介護保険料（※）

※ 65 歳以上の人の介護保険料は、原則として年金から天引き

※（　）内は平成 29 年度の税率
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介
護
保
険
料
基
準
額
は

年
額
７
万
２
千
円

　

介
護
保
険
料
は
、
65
歳
以
上
の
被

保
険
者
本
人
と
世
帯
員
の
町
県
民
税

課
税
状
況
や
、
被
保
険
者
本
人
の
前

年
の
所
得
金
額
な
ど
に
よ
り
、
個
人

ご
と
に
所
得
段
階
が
決
ま
り
ま
す
。

こ
の
所
得
段
階
に
応
じ
て
、
基
準
額

に
一
定
の
保
険
料
率
を
乗
じ
て
算
定

さ
れ
ま
す
。

　

基
準
額
の
算
定
方
法
は
、
本
町
で

必
要
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
費

用
に
65
歳
以
上
の
人
の
負
担
分
23
％

を
乗
じ
た
後
、
本
町
に
住
む
65
歳
以

上
の
人
数
で
除
し
て
計
算
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
給
付
見
込
み
に
よ

り
、
平
成
30
年
度
か
ら
保
険
料
基

準
額（
年
額
）を
６
万
６
千
円
か
ら

７
万
２
千
円
に
改
定
し
ま
し
た
。

社
会
全
体
で
介
護
保
険
を

支
え
て
い
ま
す

　

介
護
保
険
は
、
国
や
都
道
府
県
、

市
区
町
村
が
負
担
す
る
「
公
費（
税

金
）」
と
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
一
人

一
人
が
納
め
る
「
介
護
保
険
料
」
を

財
源
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
財
源
の
内
訳
は
、
左
の

グ
ラ
フ
②
の
と
お
り
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
を
円
滑
に
運
営
す

る
た
め
、
介
護
保
険
料
は
納
期
内
に

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
か
ら
３
年
間
の

第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）の

介
護
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

問
保
健
福
祉
課

　

高
齢
者
福
祉
係

　

☎（
62
）２
１
１
５

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

が
決
ま
り
ま
し
た

　　

介
護
保
険
料
は
、
高
齢
期
の
生
活

を
支
え
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予

防
事
業
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
こ
の
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
︒

　

65
歳
以
上
の
平
成
30
年
度
か
ら
３

年
間
の
介
護
保
険
料
お
よ
び
保
険
料

段
階
が
下
記
の
よ
う
に
改
定
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

50％

23％

27％公費
（税金）

65 歳以上の人の
介護保険料

40 ～ 64 歳の人の
介護保険料

グラフ②【平成 30 年度介護保険財源の内訳】

介
護
保
険
利
用
者
負
担
割

合
が
変
更
に
な
り
ま
す

　　

平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら
介
護
保

険
の
利
用
者
負
担
割
合
が
変
更
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
利
用
者
負
担

割
合
は
１
割
か
ら
２
割
で
す
が
、
一

定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
は
３
割
に

変
更
に
な
り
ま
す（
別
表
の
と
お
り
）。

　

介
護
保
険
負
担
割
合
証
は
、
要
介

護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人

お
よ
び
総
合
事
業
対
象
者
に
７
月
下

旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

介護保険第１号被保険者（65 歳以上）の保険料算定チャート

生活保護を受給していますか？

あなたは町県民税を課税されていますか？

同じ世帯に町県民税を課税されている人は
いますか？

前年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 80 万円以下ですか？

前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が
120 万円以下ですか？

前年の合計所得
金額と課税年金
収入額の合計が
80 万 円 以 下 で
すか？

前年の合計所得金額が
120 万円未満ですか？

前年の合計所得金額が
200 万円未満ですか？

前年の合計所得金額が
300 万円未満ですか？

第１段階
Ａ× 0.45

第２段階
Ａ× 0.75

第３段階
Ａ× 0.75

第４段階
Ａ× 0.90

第５段階
基準額（Ａ）

第６段階
Ａ× 1.20

第７段階
Ａ× 1.30

第８段階
Ａ× 1.50

第９段階
Ａ× 1.70

年額
32,400 円

年額
54,000 円

年額
54,000 円

年額
64,800 円

年額
72,000 円

年額
86,400 円

年額
93,600 円

年額
108,000 円

年額
122,400 円

負担割合 対象者

１割 本人の合計所得金額が 160 万円未満

２割
本人の合計所得金額が 160 万円以上。ただし、年金収入
とその他の合計所得金額が単身世帯で 280 万円以上、65
歳以上の人が２人以上いる世帯で 346 万円以上の場合。

３割
本人の合計所得金額が 220 万円以上。ただし、年金収入
とその他の合計所得金額が単身世帯で 340 万円以上、65
歳以上の人が２人以上いる世帯で 463 万円以上の場合。

【別表】

はい いいえ

老齢福祉年金を受給していますか？

はい いいえ

いいえ はい

はい いいえ

はい
はい

はい

はい

いいえ

いいえ

はい いいえ

いいえ

はい いいえ

いいえ

スタート
保険料は
いくらに
なるのか
しら？

介
護
給
付
費
が
年
々
増
加

　

本
町
の
介
護
給
付
費
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
の
10
年
間
で
５
億
円
以
上

増
加
し
、
平
成
29
年
度
の
介
護
給
付

費
は
約
15
億
８
千
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す（
グ
ラ
フ
①
の
と
お
り
）。

　

全
国
的
に
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
と
な
る
保
険
料

も
年
々
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
増
加
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、

介
護
予
防
や
重
症
化
防
止
が
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
65
歳
以
上
を
対
象
に
し

た
介
護
予
防
事
業
を
開
催
し
、
介
護

予
防
に
役
立
つ
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

で
き
る
こ
と
は
自
分
で
行
う
こ
と
で
、

重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と

き
は
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
利
用

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

21 年度 23 年度 25 年度 27 年度 29 年度

10 億 7262 万
11 億 7301 万

13 億 2432 万
14 億 5209 万

15 億 8287 万

グラフ①【介護給付費の推移】
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渡部一二さんが 100 歳に

　６月 17 日に満 100 歳の誕生日を迎えた渡部一
いち

二
じ

さん（白津）
への賀寿贈呈式は６月 18 日、ケアテル猪苗代で行われました。
はじめに、県会津保健福祉事務所の本多邦之健康福祉部長が知事
賀寿と会津塗の木杯を贈呈。続いて前後公町長が賀寿と記念品な
どを手渡しました。渡部さんは新聞を毎日読み、シルバーカーを
利用して歩行することができます。渡部さんは「これからも長生
きできるように頑張ります」と話しました。

長寿を祝い、賀寿などを贈呈

前後町長から賀寿を受ける渡部さん（左）

緑化や林業振興の功績をたたえ

前後町長に受賞を報告する阿部理事長（左）と髙梨さん（右）

全国植樹祭で福島県森林の功労者表彰

　６月 10 日に南相馬市で開かれた第 69 回全国植樹祭ふくしま
2018 において、「福島県森林の功労者」表彰を受賞した町振興
公社の阿部吉作理事長と髙梨彰さん（川桁）は６月 25 日、町役場
を訪れ、前後町長に受賞を報告しました。町振興公社は緑化の推
進や森林づくり意識向上に貢献のあった団体などに贈られる「森
林とふれあう部門」で、髙梨さんは林業の振興や普及への功績を
たたえる「森林の恵みを活かす部門」でそれぞれ受賞しました。

ゴール目指して力走

　町民健康マラソン大会は６月 24 日、町運動公園で開かれ、
394 人の参加者が健脚を競いました。レースは男女別、年齢別
などの 25 部門で争われ、参加した選手たちが爽やかな汗を流し
ました。快晴の空の下、ゴール目指して力走する選手の姿に、応
援に駆け付けた家族らからは大きな声援が飛んでいました。
　また、会場では町食生活改善推進員の皆さんによる豚汁の振る
舞いが行われました。

町民健康マラソン大会

小学５年男女の部で勢いよくスタートする選手

多彩なイベントを楽しむ

　キャンプイベント「GO OUT CAMP 猪苗代 vol. ５」は６月１
から３日まで、天神浜オートキャンプ場で開かれ、県内外から多
くのアウトドア愛好家が訪れました。
　会場内では渡辺俊美さんや谷本賢一郎さんらによる音楽ライブ
が繰り広げられたほか、カヌー体験や自然観察会、レストランキ
ハチ元総料理長の鈴木眞雄シェフによるアウトドア料理教室など
が行われ、参加者は猪苗代湖畔でのキャンプを満喫しました。

「GO OUT CAMP 猪苗代 vol. ５」開催

カヌー体験を行う参加者

マウンテンバイク耐久レース

熱い戦いを繰り広げる参加者

第６回ジンデュランス in 猪苗代

　マウンテンバイクの３時間耐久レース「第６回ジンデュランス 
in 猪苗代」は６月３日、磐梯南ケ丘牧場で開かれ、県内外から
約 140 人が参加しました。
　レースは、男女別のソロや３人までのチーム、ファミリーなど
６クラスで行われ、１周３キロの周回コースを３時間の制限時間
内に周回した回数とタイムで争われました。参加者は、自己ベス
トを目指して熱い戦いを繰り広げました。

まちのわだい
TOWN  TOPICS

消防団功績者に表彰伝達

表彰伝達を受ける渡部分団長（右）

第 70 回県消防協会猪苗代支部幹部大会

　第 70 回県消防協会猪苗代支部幹部大会は６月 17 日、学びい
なで行われ、猪苗代、磐梯両町の消防団幹部ら約 150 人が参加
しました。町消防団長の五十嵐幸夫支部長が「関係機関と連携を
図り、予防消防に努めなければなりません」と式辞。県消防表彰
などを受けた団員に表彰状を伝達し、受章者を代表して渡部孝広
第５分団長が謝辞を述べました。また、第２分団の鈴木剛班長ら
が体験談を発表しました。

猪苗代中 10 年ぶり県大会へ

　北会津管内中学校体育大会総合大会は６月５日、猪苗
代、磐梯の両町で開かれました。このうち、軟式野球競
技は楽天イーグルス猪苗代球場で行われ、猪苗代中と東
中の２チームで争われました。試合は両チームともに投
手を中心とした堅い守りを見せ、接戦のまま終盤へ。１
対１で迎えた最終回、７回裏の猪苗代中の攻撃。ツーア
ウト満塁の場面で山本学

ま な ぶ

歩選手がレフト前にサヨナラ安
打を放ち、猪苗代中が全会津大会への出場を決めました。
　軟式野球競技の全会津大会は６月 12、13 の両日、会
津若松市のあいづ球場などで行われました。猪苗代中は
全会津大会の初戦、若松第四中と対戦し、３対０の完封
勝利で勢いに乗ります。続く準々決勝では喜多方第二中
を３対２で破り、準決勝に駒を進めます。準決勝では下
郷中と対戦。緊迫した投手戦の末、猪苗代中が１対０で
下郷中を下し、見事決勝に進出します。決勝戦では今大
会打撃好調の田島中と争い、０対２で惜しくも破れたも
のの、準優勝。第２代表として 10 年ぶりの県大会進出
を決めました。県大会は７月 22 日から 24 日まで、南
相馬市などで開かれます。

中学校体育大会総合大会軟式野球競技

好投を見せる猪苗代中の遠藤皓介投手（６月５日）

タイムリーヒットを放つ東中の土屋成選手（６月５日）
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長年の功績をたたえ

　春の褒章で藍綬褒章を受章した五十嵐幸夫さん（川桁）は５月
31 日、町役場を訪れ、前後公町長に受章を報告しました。五十
嵐さんは昭和 61 年に町消防団に入団。第５分団長や副団長など
を歴任し、現在は団長として団員の先頭に立ち、地域の防火・防
災活動などに尽力されています。五十嵐さんは「受章は皆さんの
おかげです。消防団を取り巻く環境の変化に対応し、時代のニー
ズに合った消防団活動に取り組んでいきたいです」と話しました。

五十嵐幸夫さんが藍綬褒章を受章

前後町長に受章を報告する五十嵐さん（右）

「花いっぱい」美しい町づくり

「花いっぱい運動」に取り組む商工会女性部メンバーら

「花いっぱい運動」でイメージアップ

　町では毎年、町内の観光施設や公共施設の緑化とイメージアッ
プを図るため「花いっぱい運動」を実施しています。花の苗の配
布は６月８日に行われ、メランポジュームやマリーゴールド、サ
ルビアなど６種類の花の苗約１万本を町内の観光関係団体や公共
施設などに配布しました。
　町商工会女性部では同日、配布された花の苗を女性部メンバー
の事業所などに届け、おもてなしの心で町を花で飾りました。

首都圏からの誘客拡大を図る

　猪苗代、磐梯、北塩原の３町村でつくる磐梯山周辺観光推進連
絡協議会は５月 25 日から 27 日まで、首都圏などからの観光誘
客を目的とした東京駅発着のバスツアー「林家たい平と行くラジ
オバスツアー」を実施しました。ツアーには約 80 人が参加し、
野口英世記念館など磐梯山周辺の観光スポットを巡りました。野
口英世記念館で参加者を出迎えた林家たい平さんは「猪苗代町の
美しい新緑やおいしいそばを堪能してください」と話しました。

「林家たい平と行くラジオバスツアー」

ツアー参加者と記念撮影する林家さん（左から２人目）

スポーツで健康増進図る

　スポーツを通じて健康増進と参加者間の交流を図る町高齢者ス
ポーツ大会は６月 20 日、カメリーナで開かれ、町内６地区から
約 150 人が参加しました。
　参加者は、ラグビーボールを棒で転がして進む「ブタ追い競争」
や男女ペアで手をつなぎながらアイスクリームに見立てた風船を
落とさないようにゴールを目指す「アイスクリームデート」など
８種目で争い、爽やかな汗を流しました。

町高齢者スポーツ大会

「ブタ追い競争」でラグビーボールを転がす参加者

まちのわだい
TOWN  TOPICS

家族で楽しく体験

　「第２回いなわしろフェスティバル春」は６月 17 日、国立磐
梯青少年交流の家で開かれました。イベントには、町内外の約
20 団体が出展。猪苗代警察署のパトカー体験や猪苗代消防署の
煙体験、猪苗代湖の自然を守る会のヒシの実クラフトやボーイス
カウト猪苗代第一団の森のスライダーなどの体験コーナーが設け
られました。会場には多くの家族連れなどが訪れ、さまざまな体
験を楽しみました。

いなわしろフェスティバル春

ボーイスカウト猪苗代第一団による森のスライダー体験

青年海外協力隊としてザンビアへ

　７月から２年間にわたって、青年海外協力隊としてアフリカの
ザンビア共和国に派遣される孔

こうの

晋一朗さん（川桁出身）は６月 18
日、町役場を訪れ、前後公町長に活動の抱負を誓いました。孔さ
んはザンビアのムババラ地域ヘルスセンターに配属され、主に保
健衛生の向上に関する活動に携わります。孔さんは「活動を通じ
てさまざまなことを経験し、帰国後には国際協力の分野で社会に
貢献できる人材になりたいです」と話しました。 前後町長に抱負を話す孔さん（右）

孔晋一朗さんが前後町長に抱負誓う

歩いて町の魅力発見
猪苗代ノルディックウォーキング大会

　猪苗代の豊かな自然を歩き、健康づくりを行うイベン
ト「第８回猪苗代ノルディックウォーキング大会」は６
月 17 日、天神浜や道の駅猪苗代を歩くコースで開かれ
ました。
　このイベントは、東日本大震災と東京電力福島第一原
発事故の影響による風評被害を払しょくしようと、猪
苗代青年会議所が毎年開催しています。今年は３、12、
17㌔の３コースが設けられ、県内外から昨年を上回る
約 360 人が参加しました。
　開会式はホテルリステル猪苗代で行われ、猪苗代青年
会議所の渡部一登理事長が「雄大な磐梯山と猪苗代湖を
一望できるコースを歩いて、健康増進を図るとともに猪
苗代の魅力を発見してください」とあいさつを述べまし
た。
　参加者は入念に準備運動をした後、ボランティアス
タッフから注意事項や案内を聞いてスタート。見頃を迎
えた猪苗代ハーブ園のポピーや町内の新緑を眺めながら
思い思いのペースで歩き、ノルディックウォーキングを
楽しみました。

景色を楽しみながら歩く参加者

スタート前に記念撮影する参加者ら。今年は約 360 人が参加した
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結梨ちゃんの名前には「人との結びつきを大切に、
優しさを分け与えられる人になってほしい」。そん
なパパとママの願いが込められています。

平成 28 年２月生まれ
～磐根　
太
た い

志
し

さん・彩
あ や

乃
の

さんご夫妻の長女

浅川　結
ゆ

梨
り

　ちゃん

大好きなパパ、ママ、陸斗くんと一緒にハイ、チーズ

笑顔でこんにちは

　

普
段
は
曽
祖
母
の
ヨ
シ
子

さ
ん
と
過
ご
す
こ
と
が
多
い

結
梨
ち
ゃ
ん
。
マ
マ
の
彩
乃

さ
ん
は
「
い
つ
も
畑
仕
事
に

つ
い
て
行
く
の
で
、
畑
の
こ

と
は
私
よ
り
も
詳
し
い
ん
で

す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

動
物
が
大
好
き
な
結
梨

ち
ゃ
ん
。
パ
パ
の
太
志
さ
ん

が
休
み
の
日
は
、
牧
場
に
行

き
動
物
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
の
３
月
に
は
弟
の
陸

斗
く
ん
が
誕
生
。
結
梨
ち
ゃ

ん
は
、
陸
斗
く
ん
を
あ
や
し

た
り
、
お
む
つ
交
換
を
手

伝
っ
た
り
と
、
お
姉
さ
ん
ら

し
い
一
面
も
見
せ
て
い
ま
す
。

「
私
が
夕
食
の
準
備
を
し
て

い
る
と
、
具
材
を
混
ぜ
る
の

を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ん
で

す
」
と
彩
乃
さ
ん
は
話
し
ま

す
。

　

太
志
さ
ん
は
「
大
き
く

な
っ
て
も
、
優
し
い
人
で
い

て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
、

結
梨
ち
ゃ
ん
を
優
し
く
抱
き

寄
せ
ま
し
た
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

　

企
画
展
「
宙そ

ら

を
奏
で
る
点
描
曼ま

ん

荼だ

羅ら

画
作
品
展
」
は
６
月
５
日
か

ら
17
日
ま
で
、
和
み
い
な
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
「
宙
を
奏
で
る
点
描
曼
荼
羅
画
」

と
は
、
直
感
の
ま
ま
に
描
き
進
ん

で
い
く
点
描
画
法
で
、
カ
ラ
ー
ペ

ン
や
コ
ン
パ
ス
、
定
規
な
ど
を
用

い
て
制
作
し
ま
す
。
絵
が
苦
手
な

人
で
も
比
較
的
簡
単
に
曼
荼
羅
を

描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

和
み
い
な
内
の
会
場
に
は
、
寺

山
瑞
穂
さ
ん（
郡
山
市
）や
小
川

久
美
子
さ
ん（
名
古
屋
町
）ら
に

よ
る
作
品
45
点
が
展
示
さ
れ
、
会

場
を
訪
れ
た
多
く
の
人
た
ち
が
色

鮮
や
か
に
彩
ら
れ
た
幾
何
学
模
様

の
作
品
を
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま

し
た
。

　

寺
山
さ
ん
は
「
出
来
上
が
り
が

予
想
で
き
な
い
画
法
の
た
め
、
思

わ
ぬ
作
品
に
仕
上
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
作
業
工
程
も
魅

力
の
一
つ
で
す
。
幾
何
学
模
様
の

美
し
さ
に
も
触
れ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
宙そ

ら

を
奏
で
る
点
描
曼ま

ん

荼だ

羅ら

画

作
品
展
」
を
開
催色鮮やかに描かれた作品来場者に作品を紹介する寺山さん（右）と小川さん（左）

和みいな　企画展地域おこし協力隊通信

　

農
林
課
で
米
・
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
、
米
の
輸
出
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
米
や
そ
ば
の
認
定
店

を
募
集
中
で
す
。
町
の
ブ
ラ
ン
ド

米｢

い
な
わ
し
ろ
天
の
つ
ぶ｣
や

そ
ば
の｢

い
な
わ
し
ろ
天
の
香｣

を
お
店
で
使
っ
て
い
た
だ
き
、
ブ

ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
ご
協
力
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
食
堂
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、
ホ
テ
ル

や
旅
館
な
ど
で
食
事
を
提
供
し
て

い
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　

｢

い
な
わ
し
ろ
天
の
つ
ぶ｣

の

輸
出
は
、
こ
れ
ま
で
ド
バ
イ
な
ど

の
中
東
地
域
の
み
で
し
た
が
、
今

年
か
ら
香
港
で
も
販
売
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
米
の
輸
出
で

は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
海
外
で
つ
く
ら
れ
る

｢

日
本
米｣

や
国
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
ブ
ラ
ン
ド
米
と
の
競
合
も
あ
り
、

簡
単
に
売
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た｢

福
島｣

へ
の
風
評
は
少
な
か
ら
ず

残
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

取
得
を
機
に
、
農
家
の
皆
さ
ん
に

は
今
ま
で
以
上
に
お
い
し
い
米
を

作
っ
て
い
た
だ
き
、
販
路
拡
大
に

努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

地域おこし協力隊

門永 貞行 さん

私たちが地域を元気に！

主な活動内容：米の輸出、農産物のブランド化

サークル紹介

　

私
た
ち
「
リ
バ
ー
ス
ジ
ュ

ニ
ア
」
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の

健
全
な
育
成
と
相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
外
の
小
中
学

生
27
人
が
在
籍
し
、
週
４
回
、

カ
メ
リ
ー
ナ
な
ど
町
内
の
体

育
館
な
ど
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

金
曜
日
の
練
習
で
は
、
海

外
プ
ロ
チ
ー
ム
で
の
プ
レ
ー

経
験
が
あ
る
コ
ー
チ
が
指
導

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

の
基
礎
と
な
る
サ
ー
キ
ッ
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定

期
的
に
対
外
試
合
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
リ
バ
ー
ス
ジ
ュ
ニ

ア
で
は
、
一
緒
に
楽
し
く
活

動
す
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
幼
児
の
入
会
も

可
能
で
す
。
活
動
の
体
験
や

見
学
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

事
務
局　

荒
川　

☎
０
９
０（
５
５
９
６
）３
４
１
２

猪苗代中学校体育館での練習風景

楽
し
く
サ
ッ
カ
ー

始
め
ま
せ
ん
か

リバースジュニアのメンバーら

リバースジュニア（猪苗代スポーツ＆カルチャークラブ）

▲

ド
バ
イ
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
様
子
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スクールトピックス

「デュアルシステム」企業実習
　猪苗代高校観光ビジネス科の３年生 28 人は６月４日
から８日まで、町内外のホテルや店舗、工場などで「デュ
アルシステム」企業実習を行いました。「デュアルシス
テム」とは、教育と職業訓練を同時に進める取り組み
で、地元企業での就業実習と学校での講義などの教育を
組み合わせて実施します。「デュアルシステム」を通じて、
学校生活だけでは学ぶことができない社会人としてのマ
ナーやルールを身に付け、地域社会を担う人材を育成す
ることを目的として、同校では平成 17 年度から実施し
ています。
　和みいなで企画展の準備や図書館のカウンター業務を
行った鈴木樹

みき

留
る

さんは「思っていたよりも人と接するこ
とが多かったです。将来、仕事に就いた時にこの経験を
生かしたいです」と話しました。また、コメリ猪苗代店
では５人の生徒が接客などに挑戦。鈴木和志さんは「あ
いさつや礼儀などを学びました。就職や進学での面接な
どに生かしていきたいです」と感想を話しました。

　冬のスキー本格シーズンに備え、猪苗代高校スキー部
（クロスカントリー）に「部活動指導員」として武藤正
さん（北塩原村）が着任しました。
　武藤さんは、これまで中学校の教員として教壇に立ち、
スキー部顧問としても数多くの有力選手を輩出してきま
した。昨年度末に教員を定年退職され、今年５月から週
４日程度、猪苗代高校スキー部の外部講師として生徒た
ちを指導しています。

冬本番に備え、スキー部に講師着任

　猪苗代高校では、昭和 52 年から続く伝統行事の磐梯
山登山を６月 15 日に行いました。磐梯山登山には猪苗
代高校の全校生徒 129 人とふたば未来学園高校の生徒
25 人が参加しました。
　生徒は八方台登山口から登山を開始。弘法清水を経由
して猪苗代登山口に下山しました。
　参加した生徒は、登山を通じて級友との交流を深め、
チャレンジ精神を養いました。

伝統行事の磐梯山登山

着任のあいさつをする武藤さん（右）

和みいなで実習を行う鈴木樹留さん

商品を店頭に並べる鈴木和志さん

磐梯山の山頂で記念撮影する生徒

地域社会を担う人材を育成

猪苗代高校 News スクールトピックス

緑小と千里小で人権の花運動
　子どもたちが協力して花を育てることで命の大切さや
思いやりの心を育み、人権尊重への理解を深めることを
目的とした「人権の花運動」花の苗贈呈式は６月 13 日
に緑小学校で、６月 14 日に千里小学校で行われました。
　「人権の花運動」は、昭和 57 年度から主に小学生を
対象として全国で実施されています。
　花の苗贈呈式では、人権擁護委員の長尾幸子さんが「思
いやりの気持ちで花の苗を育て、きれいな花を咲かせて
ください」とあいさつ。人権擁護委員が両校の児童代表
者にマリーゴールドやサルビアなどの苗計 100 本を手
渡しました。
　緑小学校では、児童を代表して４年生の橋本愛弥音さ
んが「頂いた花を大切に育てます。自分たちの人権は自
分たちで守ります」とあいさつ。千里小学校では、６年
生の滝田朱紗実さんが「私たちはいじめを絶対にしませ
ん。みんなで仲良く過ごし、心に人権の花を咲かせます」
とあいさつを述べました。

　ひまわりこども園のひまわり組（５歳児）の園児約 60
人は６月 22 日、会津若松市河東町のランドセル工場・
羅羅屋会津若松工場を見学しました。
　園児は、工場内でランドセルの生産工程などを見学し
た後、機械で切り込みを入れたランドセルの生地を剥が
す作業を体験しました。また、お気に入りの色や刺繍が
施された展示用のランドセルを背負い、小学生になった
気分を味わいました。

ランドセル工場を見学

　緑小学校の全児童 60 人は６月 12 日、自然や地域を
大切にする気持ちを養うことを目的として、猪苗代湖の
清掃活動を行いました。児童は班ごとに分かれ、上戸浜、
天神浜、志田浜で活動。湖岸に打ち上げられたごみを熊
手などを使って丁寧に拾い集めました。
　６年生の加藤優さんは「上戸浜には木の枝などがたく
さん流れ着いていました。みんなで協力して猪苗代湖を
きれいにしたいです」と話しました。

猪苗代湖で清掃活動

ひまわりこども園

緑小学校

ランドセルを背負い記念撮影する園児

花の苗を受けた緑小の児童ら

人権擁護委員から花の苗を受ける千里小の佐藤大心さん
（左から１人目）と笠原結菜さん（同３人目）

上戸浜の清掃活動を行う児童

命の大切さ・思いやりの心育む
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！
　湖水浴やキャンプなど、屋外で活動する場合は
事故のないように注意し、楽しい夏にしましょう。

○水遊びは命に関わ
る事故につながりま
す。無理なことはし
ないようにしましょ
う。また、雨による
急な増水や浸水に気
をつけましょう。

○花火は、広く安全な場所でするようにし、燃え
やすいものからは離れてしましょう。また、花火
をする際には水の入ったバケツなどを準備し、火
の後始末をしっかりしましょう。
　どんなに注意しても事故が起こってしまうかも
しれません。事故が発生してしまったら、冷静に
119 番通報をしましょう。

●問い合わせ先　猪苗代消防署　☎（62）4433

町
公
用
車
運
転
業
務
嘱

託
員
等

　

町
総
務
課
で
は
、
次
の
と
お
り
嘱

託
職
員
ま
た
は
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員　

町
公
用
車
運
転
業
務　

１
人

▼
資
格
要
件

・
二
種
運
転
免
許
ま
た
は
、
普
通
運

転
免
許
所
有
者
で
通
勤
で
き
る
人

・
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
で
65
歳

以
下
の
人

▼
勤
務
条
件

　

猪
苗
代
町
嘱
託
員
の
任
用
等
に
関

す
る
規
則
ま
た
は
、
猪
苗
代
町
臨
時

職
員
の
雇
用
に
関
す
る
規
則
に
よ
る
。

ま
た
、
運
転
業
務
の
た
め
変
則
勤
務

と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
手
続
き　

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
貼
付
の
上
、
７
月
20
日（
金
）ま

で
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

履
歴
書
は
総
務
課
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。

▼
選
考

　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接
試
験
に
よ

り
選
考
し
ま
す
。

▼
雇
用
期
間

平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で

申
込
み
不
要

▼
そ
の
他　

会
場
内
に
昼
食
会
場
を

設
け
ま
す
。
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
62
）５
１
６
８

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
が
委

嘱
す
る
も
の
で
、
国
の
仕
事
を
は
じ

め
、
年
金
事
務
所
な
ど
の
特
殊
法
人

の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・

要
望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
行
政

機
関
と
の
間
に
立
ち
、
そ
の
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
会
は
毎
月
１
回
、
第
３

水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

７
月
18
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
次
回
相
談
会
は
８
月
15
日（
水
）

▼
場
所　

町
役
場
３
階
日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

「
健
康
寿
命
を
の
ば
す
３
つ

の
ポ
イ
ン
ト
」
教
え
ま
す

　　

全
国
各
地
で
活
躍
す
る
「
ご
近
所

福
祉
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」
の
酒
井
保
氏

が
町
に
や
っ
て
き
ま
す
。
元
気
で
長

生
き
し
た
い
人
必
聴
の
講
演
で
す
。

　

介
護
技
術
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
が
体

験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

７
月
23
日（
月
）　

午
前
10
時
30
分
～
正
午　

○
介
護
技
術
の
体
験
な
ど

午
後
１
時
～
午
後
２
時

○
高
齢
者
サ
ロ
ン
の
体
験

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
講
演

「
活
き
！
生
き
！
元
気
！
健
康
寿
命

を
の
ば
す
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

○
講
師　

ご
近
所
福
祉
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
主
宰　

ご
近
所
福
祉
ク
リ
エ

イ
タ
ー　

酒
井
保
氏

▼
会
場　

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　

多
目

的
ホ
ー
ル
ほ
か

▼
参
加
方
法　

参
加
費
無
料
・
事
前

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

相
　
談

募
　
集

採用種目 資格 受付期間 試験 試験期日 試験会場 備考

自衛官候補生
（男子）

18 歳以上
27 歳未満 常時受付

筆記試験 ９月 22 日（土）午後 会津大学

筆記試験、
口述試験・身体検査

口述試験・身体検査 ９月 30 日（日）～ 10 月２
日（火）※指定する１日 郡山駐屯地

自衛官候補生
（女子）

18 歳以上
27 歳未満 常時受付 筆記試験、口述試験・身体検査 ９月 29 日（土） 郡山駐屯地

一般曹候補生 18 歳以上
27 歳未満

７月１日（日）～
９月７日（金）

１次試験（筆記） ９月 22 日（土）午前 会津大学
１次試験合格者の２次試
験（口述試験・身体検査）
については、後日通知

２次試験（口述試験・身体検査） 10 月 14 日（日）～ 16 日（火）
※指定する１日 郡山駐屯地

航空学生 海：18 ～ 23 歳未満
空：18 ～ 21 歳未満

７月１日（日）～
９月７日（金） １次試験（筆記） ９月 17 日（月） 郡山駐屯地

●平成 30 年度自衛官採用試験日程は下記のとおりです。

詳しくは、担当の広報官にお問い合わせください（受験料は全て無料です）
【問い合わせ先】自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所（会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1）　☎（27）6724

町
の
元
気
を
発
信

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
を
募
集

　

町
で
は
、
福
島
放
送
が
企
画
す

る
「
ふ
く
し
ま
の
元
気
！
Ｃ
Ｍ
大
賞

２
０
１
８
」
に
応
募
す
る
Ｃ
Ｍ
作
品

を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の
作
っ
た

Ｃ
Ｍ
で
町
の
元
気
を
発
信
し
ま
せ
ん

か
。

▼
内
容

　

町
の
元
気
や
魅
力
を
表
現
し
た
15

秒
の
Ｃ
Ｍ
作
品

▼
対
象
者

　

町
民
ま
た
は
町
内
の
学
校
や
事
業

所
、
団
体
な
ど
に
所
属
す
る
人

▼
申
込
方
法

　

作
品
内
容
の
概
要
を
記
載
し
た
企

画
書
を
作
成
の
上
、
総
務
課
に
持
参

す
る
か
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
Ｃ
Ｍ
大
賞
へ
の
応
募
は
１
自

治
体
に
つ
き
１
作
品
ま
で
の
た
め
、

応
募
が
複
数
あ
っ
た
場
合
は
企
画
書

に
よ
る
選
考
を
行
い
ま
す
。

※
企
画
書
の
様
式
は
任
意
で
す
。

▼
申
込
期
限　

７
月
31
日（
火
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
の
消
印
ま
で

有
効

▼
作
品
提
出
期
限　

９
月
28
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします

　町は、「広報猪苗代」に掲載する有料広告を
募集しています。事業所の宣伝、広告などにぜ
ひご活用ください。手続きや料金など、詳しく
は下記にお問い合わせください。
 ㉄総務課　秘書広報係　☎（62）2111

有料広告募集中

水と花火の事故に注意しましょう
　猪苗代警察署管内では、５月 25 日（金）から６
月 10 日（日）までの間に山岳遭難が８件発生して
います。このうち５件は山菜採りで入山し、遭難
したものです。
　山岳遭難は、あなたの命に関わる重大な事案で
すので、山菜採りなどで入山する際には、次の点
に注意し、遭難に遭わないようにしてください。
①一人で入山しない。
②行き先、メンバー、帰宅時間を家族に伝えてお
く。
③携帯電話を必ず持ち歩く。遭難した際に 110
番で救助要請をすると、遭難者の位置情報が判明
する場合があります。
④クマ対策としてクマ鈴などで自分の存在を知ら
せること。
⑤山菜採りに夢中になり、やみくもに山中に入ら
ないこと。下山ルートを見失わないこと。

●問い合わせ先　猪苗代警察署　☎（63）0110

山菜採りでの遭難にご注意を！

福
　
祉

募
　
集
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―音楽ステージ―
【ラブレイクステージ】

出演者 8/3：神野美伽 with 古市コータロー＋クハラカズユキ、奥田民生　
8/4：THE King ALL STARS Acoustic Set × GLIMSPANKY、浅井健一（Acoustic Set） ほか　
8/5：田島 貴男（ORIGINAL LOVE）、トータス松本、東京スカパラダイスオーケストラ（アコースティック的） ほか

【猪苗代野外音楽堂】
出演者 8/3：Rei ×奇妙礼太郎 ほか 　8/4：尾崎裕哉、GLIM SPANKY、コトリンゴ（GUEST：のん）ほか
8/5：FLOWER FLOWER（yui & mura ☆ jun）、ハンバート ハンバート、藤原さくら ほか

【そらいろ劇場】
出演者 8/3：曽我部恵一、大島花子、TOSHI-LOW、映画上映「あゝ、荒野」ほか 
8/4：真心ブラザース、奈良美智、映画上映「この世界の片隅に」ほか 
8/5：折坂悠太、THE CHARM PARK、笹川美和 ほか 

―野外美術展―プロデュース：はじまりの美術館
【野外美術展】

森の中をさまざまなアート作品で彩りのある美術空間を創ります。 
【小さなロッジ】

森に建つ小さなロッジで、さまざまな表現者たちによる企画展を開催します。 

―演　劇―
「猪苗代湖の話 2017　- プとラとイとド ‐ 」原作：伊坂幸太郎　演出：ペテカン　音楽：大木温之（The ピーズ）
「深夜、誰の胸の中にも、高速が走っている」脚本・演出：山田佳奈（ロ字ック）　音楽：フラワーカンパニーズ

―猪苗代☆食堂―
オハラ☆ブレイク 開催をきっかけに農青連、商工会青年部、青年会議所の有志が中心となり設立した猪苗代研究
所（いなラボ）による食文化まちおこしプロジェクト。 町の特産品である「そば」をはじめ、猪苗代の新鮮な野菜
や特産物を活用し、町内や会津地方で末永く愛されるような新しい名物料理を生み出すべく奮闘中です。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

有
料
広
告
始
め
ま
す

　

平
成
30
年
９
月
か
ら
、
広
報
猪
苗

代
で
の
有
料
広
告
に
加
え
て
、
猪
苗

代
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
有
料
広
告

を
募
集
し
ま
す
。

まちのお知らせ

公
示
送
達
」（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
19
号
「
町
県
民
税
督
促
状
の
公

示
送
達
」（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
20
号
「
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
証
交
付
」（
上
下
水
道
課
水
道

管
理
係
）

・
第
21
号
「
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
の
新
規
賦
課
区
域
に
係
る
公

告
」（
上
下
水
道
課
下
水
道
係
）

・
第
22
号
「
公
共
下
水
道
の
供
用
開

始
告
示
」（
上
下
水
道
課
下
水
道
係
）

公　

告

・
第
５
号
「
抑
留
犬
の
公
告
」（
町
民

生
活
課
環
境
係
）

・
第
６
号
「
平
成
30
年
３
月
分
「
農

地
利
用
集
積
計
画
」」（
農
業
委
員
会

農
地
係
）

・
第
７
号
「
平
成
30
年
度
土
地
価
格

等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て
」（
税
務

課
賦
課
係
） 

・
第
11
号
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
す
べ
き
固
定
資
産
の
価
格
等
の

す
べ
て
を
登
録
し
た
件
」（
税
務
課

賦
課
係
）

・
第
12
号
「
平
成
30
年
度
猪
苗
代
町

の
発
注
予
定
工
事
情
報
」（
企
画
財

務
課
財
務
係
） 

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
税
込
み
）

　

掲
載
場
所　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
段

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

告　

示

・
第
13
号
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
更
新
に
つ

い
て
︿
ケ
ア
テ
ル
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
ハ
ー
ブ
の
園
猪
苗
代
﹀」（
保

健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
）

・
第
14
号
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
更
新
に
つ

い
て
︿
ケ
ア
テ
ル
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン

タ
ー
﹀」

 

（
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉

係
）

・
第
15
号
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
更
新
に
つ

い
て
︿
つ
ば
さ
訪
問
介
護
事
業
所
﹀」 

（
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
）

・
第
16
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」（
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
） 

・
第
17
号
「
町
県
民
税
督
促
状
の
公

示
送
達
」（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
18
号
「
固
定
資
産
税
督
促
状
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
告
掲
載
は
、
月

１
万
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
る
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
持
続
的
に
情
報
を
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
、
高
い
宣
伝
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

　

募
集
広
告　

バ
ナ
ー
広
告

　

募
集
枠
数　

８
枠

　

掲
載
料
金　

月
額
５
４
０
０
円

　NHK-BS プレミアムで放送中の「にっぽん縦断こころ旅」。2018 年の「こ
ころ旅」は８シーズン目の秋の旅。北海道をスタートし、東北を南下し
て静岡を目指します。番組では、皆さんの心にある忘れられない身近な
風景や景色にまつわるエピソードを募集しています。皆さんからのお手
紙をもとに旅のルートを決定するため、手紙が採用されれば俳優の火野
正平さんが猪苗代町を訪れます。
　　
●応募方法　番組ホームページ（http://nhk.jp/kokorotabi）、ＦＡＸ（03-
3465-1327）または郵送（〒150-8001　ＮＨＫ「こころ旅」係）で応募し
てください。写真も大歓迎です。
●応募内容　①住所、②氏名、③電話番号、④性別、⑤年齢、⑥思い出
の場所・風景　⑦場所にまつわるエピソード
●応募期限　９月 24 日（月）必着
※「秋編」の放送予定
　９月 24 日（月）～ 12 月 21 日（金）
　放送時間　月～金　7:45 ～７:59
　　　　　　土・日　11:00 ～ 11:58　　　
■お問い合わせ　ＮＨＫふれあいセンター
☎ 0570（066）066　または　☎ 050（3786）5000

「にっぽん縦断こころ旅」　お手紙募集

今年の夏はぜひ「オハラ☆ブレイク ’18 夏」へ　その２
先月号でお知らせしましたオハラ☆ブレイク ʻ18 夏。
町民の皆さんにオハラ☆ブレイクをもっと知っていただくために、今月号では主なコンテンツやアクセス
などについてお知らせします。お越しの際は、事前に必ず公式ホームページ（https://oharabreak.com/）
をご確認ください。
※チケットの料金や購入方法などについては、広報６月号または上記公式ホームページでご確認ください。

オハラ☆ブレイクを彩るコンテンツの一部を紹介します

【シャトルバスをご利用ください】
会場内の駐車場は台数に限りがあり、すでに駐車券の販売を終了しています。
会場と町内各所を結ぶシャトルバスを約 15 分間隔で運行しますので、「シャトルバス券」または「パーク＆ラ
イド券」のいずれかをお買い求めの上、ご来場下さい。（猪苗代観光協会で町民割引チケットを購入した人に限り、
シャトルバス 1 日フリー乗車券（大人 1,000 円、小人 500 円）が無料となります（ただし 300 枚限定））

【運行時間】
8/3（金）午後２時 30 分～終演後 1 時間
8/4（土）午前 9 時～終演後 1 時間
8/5（日）午前 9 時～終演後 1 時間
　随時運行、ただし 14 時～ 16 時運休
※正午～午後２時、午後４時～午後６時は「はじまりの
　美術館」経由で運行

町
役
場

猪
苗
代
駅

会
場（
天
神
浜
）

は
じ
ま
り
の

美
術
館

【シャトルバス運行ルート】

ー会場までのアクセスー
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㉄商工観光課　商工観光係
☎（62）2117
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ひとり親家庭の就職活動を
サポートします
　
　ひとりで子育て中のお父さん、お
母さん、お仕事探しに困っていませ
んか？
　会津保健福祉事務所では、ひとり
親家庭の人の就職活動を無料でサ
ポートしています。ひとりで抱え込
まず、お気軽にご相談下さい。
㉄会津保健福祉事務所　児童家庭支
援チーム　
☎（29）5278

視覚障がい者の教育相談

　県立視覚支援学校では、疾病な
どによる視機能低下（著しい視力低
下や視野 狭

きょう

窄
さく

、視野欠損など）で、
就学や進学、就労にお困りの人への
教育相談・支援相談を行っています。
お気軽にお問い合わせください。
●対象　乳幼児から成人まで
●開催日時　月曜日・水曜日・金曜
日　午前９時から午後４時まで
㉄県立視覚支援学校（福島市）
☎ 024（534）2574
　

　初級簿記（３級）講座

　県立猪苗代高校観光ビジネス科で
は、地域貢献の一環として 11 月の

地（氏名、住所、意見など）を環境
センターへ郵送または縦覧の場所へ
提出してください。
●提出期限　8 月 17 日（金）
※郵送の場合は、当日消印まで有効
㉄会津若松地方広域市町村圏整備組
合　環境センター施設整備室　
☎（27）9004

　猪苗代高校体験入学

　県立猪苗代高校では、本校の学科
の特性や教育活動の実践内容などに
ついて一層の理解を深めていただく
ため、中学校３年生およびその保護
者、関係職員を対象とした体験入学
を実施します。
●日程　７月 26 日（木）
・午前８時 30 分～　受付
・午前９時～　全体会
・午前９時 50 分～　体験授業
・午前 11 時 30 分～正午　部活動
見学
●場所　県立猪苗代高校
●申込方法　参加を希望する人は、
在学中の中学校へ問い合わせてくだ
さい。
㉄県立猪苗代高校
☎（62）3125

　 

五百羅漢献灯供養コンサート

　五百羅漢献灯供養実行委員会では、
下記のとおり献灯供養と大城友弥さ
んによるコンサートを開催します。
ふるってご参加ください。
●日時　７月 16 日（月）
・五百羅漢献灯供養　午後６時～
・コンサート　午後７時 30 分～
●場所　天徳寺
●その他　コンサートは無料ですが、
献灯供養協力金として一人 500 円
をお願いしています。
㉄天徳寺
☎（64）2205

日本商工会議所（日商）の簿記３級
合格を目指した簿記講座を開設しま
す。キャリアアップや学び直しとし
てぜひご活用ください。どなたでも
受講できます。
●日時　８月 22 日（水）から原則毎
週水曜日　午後６時から午後８時ま
で（全 15 回）
●場所　猪苗代高校　１階教室
●費用　講習料は無料ですが、教材
費が 2,000 円程度かかります。
●定員　25 人
●内容　簿記の初歩から学習します。
経理や会計の知識がなくても受講で
きます。
●その他　受講を希望される人は、
８月３日までに本校事務室に申込書
を提出してください。申込方法など
詳しくは下記にお問合せください。
㉄県立猪苗代高校
☎（62）3125（担当：教頭）

　公告・縦覧のお知らせ

　福島県環境影響評価条例に基づき、
「新ごみ焼却施設整備事業に係る環
境影響評価準備書」を下記のとおり
縦覧いたします。また、意見書の提
出方法についてもお知らせいたしま
す。
●事業の名称　新ごみ焼却施設整備
事業
●環境影響を受ける範囲　会津若松
市
●縦覧日時　７月 3 日（火）から 8
月 3 日（金）の午前 8 時 30 分から
午後 5 時 15 分まで（閉庁日は除く）
●縦覧場所　会津若松地方広域市町
村圏整備組合環境センター、県庁、
会津若松市役所

【説明会】
●日時　7 月 14 日（土）午後１時
●場所　会津若松地方広域市町村圏
整備組合環境センター
●意見書の提出方法　環境保全の見

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
30 年 29 年 30 年 29 年 30 年 29 年

窃盗犯計 26 16 2 3 5 8
空き巣
金庫破り 2 1
事務所荒らし 1
出店荒らし 3
倉庫荒らし 2 1
侵入盗その他 5
置引き 1 4
車上ねらい 3 2
部品ねらい
脱衣場ねらい 1 1
自販機ねらい 5 1
万引き 1 1 1
職場ねらい 2 1 1
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 2 3 1 1 2
非侵入盗その他 2 １ 2 2
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗 ２ ２
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1 1 1
詐欺・横領 1

遺失物等横領
器物損壊 1 1 2 1

その他の刑法犯 2 1
総　計 31 19 4 4 6 8
増　減 12 0 -2

講　　座

７月 10 日～８月末の窓口業務延長日は
７月 10 日、24 日と８月７日、21 日です編
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町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。
㉄総務課　行政管理係　☎（62）2111

暮らしの情報広場
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　　消防職員を募集
　
　会津若松地方広域市町村圏整備組
合では、次のとおり消防職員を募集
します。
●採用職種・採用予定人数
○消防職員　７人程度
●受験資格
　高校卒業程度の学力を有し、平成
３年４月 2 日から平成 13 年 4 月 1
日までに生まれた者。身体の基準は、
身体強健な者とする。
●職務内容
　消防署などにおいて、警防、予防、
救急などの業務に従事します。男女
とも原則として深夜業を含む交代制
勤務です（６ケ月間の消防学校研修
後、各所属に配属されます）。
●受付期間　
７月 11 日（水）～８月 10 日（金）
※郵送の場合は、８月８日（水）の
消印まで有効
●一次試験日　９月 16 日（日）
●試験会場　会津大学
●試験内容　教養試験と体力試験
●試験申込書の請求
　受験申込書は消防本部、消防署、
分署などで交付します。また、消防
本部のホームページからダウンロー
ドすることができます。詳しくは下
記まで問い合わせてください。
㉄会津若松地方広域市町村圏整備組
合消防本部　総務課総務グループ　
☎（59）1400
http://www.119-aizu.jp

募　　集 福　　祉

催　　し よろしく

定期的な献血
へのご協力を
お願いします

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 30 年５月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺などの不審電話が発生しています。
「必ず家族に確認する」「振り込む前に家族や警察（110

番）に相談する」「直接家族に確認するまでは絶対に
振り込まない」ようにお願いします。

◎シートベルトには事故被害軽減に大きな効果があり
ます。助手席、後部座席も着用しましょう。
◎夜間、歩いて外出する際は、必ず夜光反射材を身に
着けましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 30 年 平成 29 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 31 19 12 63.2
磐 　 梯 　 町 4 4 0 0.0
裏 　 磐 　 梯 6 8 -2 -25.0

　　　計 41 31 10 32.3

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 13 25 3 5 1 0
増　　減 -12 -2 1

町の人口

   今月の納期
（納期限７月 31 日）

●固定資産税   第２期分

●国民健康保険税

 　　　　　　　 第１期分

●介護保険料   第１期分

●上下水道使用料 

　　　　　　　    ７月分

  30 年６月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　14,236 人
　　世帯数　　　  4,953 戸
　　出生　14 人　  転入　 23 人
　　死亡　22 人  　転出　 47 人

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

案　　内

７月は「愛の献血助け
合い運動」月間です
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みんなの美術館
７月は千里小学校のお友達の作品です

■一口メモ■
　塩分量が少なくても、とろみをつけることで味がからまり、おいしく食べることができます。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 253

【材料】２人分
・卵（Ｍサイズ） ４個・ニラ  1/2 束・モヤシ  1/2 袋・ミニト
マト ４個・焼き油（サラダ油  大さじ 1/2）・調味料（だし汁  
200㍉㍑・砂糖  小さじ１と 1/2・しょうゆ  小さじ１・酢  小
さじ 1/2）・水溶き片栗粉（片栗粉  大さじ１・水  大さじ１）

【作り方】
①ニラを約３㌢の長さに切ります。
②ボウルに卵を割りほぐし、ニラとモヤシを加えて混ぜ合わ
せます。
③フライパンにサラダ油を熱し、中火にして②を流し入れま
す。半熟程度になったらフライ返しで半分に折り、表面をこ
んがりと焼きます。
④鍋に調味料を入れて沸騰させ、水溶き片栗粉でとろみをつ
けます。
⑤③を器に盛り、④を上からかけ、ミニトマトを添えて出来
上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 230㌔㌍、塩分 0.9㌘

和風ニラ玉のあんかけ

（減塩メニュー）

星　楓
ふ う

斗
と

さん（５年）

鈴木結
ゆ め り

夢莉さん（３年）

「大きな花火」
自分の家から見えたいなわし
ろ花火大会の花火を思い出し
て描きました。火花が広がっ
ていく方向が同じになるよう
に描きました。迫力のある花
火を描くことができました。

「夜と朝」
画用紙の表と裏に夜と朝の絵
を描きました（※写真は表面
の夜）。星空がきれいに見え
るように工夫しました。キツ
ネの後ろ姿を上手に描くこと
ができました。

　町では、広報紙をスマートフォンなどで読むことができるアプリ
「マチイロ」による配信をしています。利用規約、プライバシーポ

リシーなどについては、㈱ホープのホームページをご覧ください。

広報猪苗代をアプリ配信しています

ios 用 Android 用

※「マチイロ」アプリの利
用は無料ですが、通信料は
利用者の負担になります。
※広告が表示されますが、
その内容に猪苗代町は一切
責任を負いません。


